
国会事務所 〒100-8981
TEL 03-3508-7617  FAX 03-3508-3997

東京都千代田区永田町2-2-1 衆議院第一議員会館417号室

地元事務所 〒276-0033
TEL 047-409-5842  FAX 047-409-5843

 千葉県八千代市八千代台南１－３－３山萬八千代台ビル１階

お問合せは、下記地元事務所までお願いします。

会費無料

●各種行事のご案内
●定期的に、ファックスマガジン、メールマガジンを配信

後援会に
 入会しませんか

ホームページからも
お申し込みできます!

▶ 後援会入会のお申し込み ▶ 献金の

自民党千葉二区支部小林鷹之事務所発行
衆議院議員

（千葉市花見川区・習志野市・八千代市）

絆を力に。2019年 Vol.46 「討議資料」

www.facebook.com/hawk.kobayashi
twitter.com/kobahawkkobayashi-takayuki.jp

小林鷹之
　 からの手紙
小林鷹之

たかゆき

会費無料

後援会後援会
入入絆を力に。2019年 Vol.46「討議資料」

台風15号による
被害への対応について

ちば自民党政治学院で講演
「激変する国際情勢の中で」

小林鷹之 Profile 東京大学法学部卒業。ハーバード大学行政
大学院修了。財務省課長補佐、外交官を経て
現在衆議院議員3期目。元防衛大臣政務官。

①自民党農林部会で台風15号による農業用ハウス被害への支援について発言
②第11回小林鷹之東京後援会「飛鷹会」朝食勉強会。
講師は島田慎二㈱千葉ジェッツふなばし代表取締役会長

❸

③伊吹元衆議院議長のセミナーで講演。「令和の時代の政治を担う覚悟」④
文藝春秋9月号の「同級生交歓」⑤第7回アフリカ開発会議でザンビアの首
脳と会談

❼

❽

❻

地元活動

❾

⑥服部八千代市長と市
政について意見交換
⑦⑧⑨週末は地元行事
の合間に、国政報告会、
街頭演説、地元企業の工
場見学

講演・広報

❶ ❷

台風15号による被害について要望（上：安倍総理大臣　下：二階幹事長）

❹

外交❺



令
和
元
年
十
一
月
吉
日

　

千
葉
県
を
含
め
11
都
県
に
被
害
を

及
ぼ
し
た
台
風
15
号
と
台
風
19
号
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
台
風
15
号
で
は
、
停
電
、
断

水
、
通
信
途
絶
、
家
屋
の
損
傷
、
農
林

水
産
業
や
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
等
、
千
葉
県
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。復
旧
に
ご
尽
力
さ

れ
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
復
旧
・
再

建
に
向
け
て
政
府
・
与
党
一
丸
と

な
っ
て
支
援
を
継
続
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

既
に
政
府
は
、
9
月
9
日
に
災
害

救
助
法
の
適
用
、
10
月
11
日
に
激
甚

災
害
の
指
定
、
同
15
日
に
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
を
適
用
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
手
紙
で
は
、
台
風
15
号
に

対
す
る
国
・
県
・
各
市
町
の
初
動
対

応
を
含
め
、
発
災
後
約
２
週
間
の
自

ら
の
行
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の
災

害
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
記
し
ま

す
。

【
発
災
後
の
活
動
概
要
】

　

9
日
未
明
、
台
風
15
号
襲
来
。10
日

ま
で
に
私
の
地
元
（
特
に
花
見
川
区
）

を
回
り
、
被
災
状
況
を
確
認
。ま
た
、

支
援
者
や
自
治
会
長
等
に
電
話
で
被

害
状
況
を
確
認
す
る
と
共
に
、
地
元

の
市
長
等
と
情
報
交
換
を
し
、
で
き

る
限
り
の
対
応
を
と
り
ま
し
た
。

　

停
電
お
よ
び
通
信
途
絶
に
つ
い
て

は
、
千
葉
市
の
熊
谷
市
長
と
連
絡
を

と
り
な
が
ら
、
医
療
・
福
祉
施
設
や

避
難
所
等
へ
の
電
源
車
の
配
車
、
車

載
式
携
帯
電
話
基
地
局
の
配
備
を
含

め
千
葉
市
と
の
連
携
を
と
る
よ
う
経

産
省
・
総
務
省
に
、
そ
し
て
東
京
電

力
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

た
停
電
エ
リ
ア
の
正
確
な
表
示
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
水
車
が
作
業
後
に
派
遣

元
自
治
体
ま
で
戻
っ
て
水
を
補
給
し

台
風
15
号
に
よ
る

　
　 
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
き
、
近
場

で
の
補
給
を
認
め
る
な
ど
、
効
率
的

な
運
用
を
厚
労
省
に
要
請
し
ま
し

た
。

　

被
災
家
屋
の
雨
対
策
で
あ
る
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
の
展
張
に
つ
い
て
は
、

ご
高
齢
の
方
が
屋
根
に
上
っ
て
滑
落

す
る
事
故
が
続
発
す
る
中
で
、
宮
本

習
志
野
市
長
か
ら
の
助
言
も
あ
り
、

政
府
に
消
防
隊
員
に
よ
る
支
援
を
進

言
し
、
消
防
庁
か
ら
通
達
を
発
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

農
業
用
ハ
ウ
ス
や
家
屋
に
対
す
る
支

援
策
は
次
の
通
り
で
す
。

【
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害
対
応
】

　
被
災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
廃
棄

に
つ
い
て
は
、
激
甚
災
害
指
定
を
踏

ま
え
、
環
境
省
の「
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
費
補
助
金
」
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
個
人
負
担
は
ゼ
ロ
に
、
再

建（
ハ
ウ
ス
の
復
旧
、
補
強
）に
つ
い

て
は
農
水
省
の
補
助
措
置
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
方
々
に

と
っ
て
最
も
負
担
の
少
な
い
形
で
再

建
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。耐

候
性
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
も
リ
ー
ス
方

式
等
を
利
用
し
た
導
入
の
支
援
も
あ

り
ま
す
。補
助
事
業
を
申
請
す
る
際

に
は
、
被
災
状
況
を
証
明
す
る
た
め

の
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
不
足
す
る
ハ
ウ
ス

の
撤
去
と
再
建
の
た
め
の
業
者
に
つ

い
て
早
急
な
手
配
を
求
め
、
農
水
省

が
県
外
の
業
者
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

県
や
農
協
に
配
布
し
て
頂
き
ま
し

た
。

【
屋
根
等
の
被
害
対
応
】

　

な
お
、
屋
根
等
の
被
害
認
定
に
関

し
て
は
、
台
風
直
後
の
降
雨
被
害
等

に
鑑
み
、
基
準
を
緩
和
し
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

屋
根
等
住
宅
の
応
急
修
理
等
費
用

に
つ
い
て
は
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、

半
壊
に
加
え
て
、
一
部
損
壊（
た
だ
し

損
害
割
合
が
10
％
以
上
）
も
対
象
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。補

助
金
額
と
し
て
は
、
全
壊
が
３
０
０

万
円
、
大
規
模
半
壊
・
補
修
が
１
５

０
万
円
、
応
急
修
理
で
59
．５
万
円
以

内
、
半
壊
が
応
急
修
理
で
59
．５
万
円

以
内
、
今
回
追
加
さ
れ
た
一
部
損
壊

が
30
万
円
以
内
と
な
り
ま
す
。　　

　

今
回
の
一
連
の
対
応
を
踏
ま
え
、

今
後
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
必
要
と

考
え
る
主
な
点
は
次
の
通
り
で
す
。

①
発
災
直
後
に
ヘ
リ
や
ド
ロ
ー
ン
等

を
活
用
し
た
上
空
か
ら
の
情
報

と
、
現
場
に
展
開
す
る
自
衛
隊
や

自
治
体
職
員
が
収
集
す
る
地
上
情

報
を
一
元
的
に
集
約
・
共
有
す
る

こ
と
に
よ
る
、
全
体
の
被
害
状
況

の
迅
速
な
把
握
。

②
県
の
災
害
対
策
本
部
に
、
各
自
治

体
か
ら
の
情
報
を
迅
速
に
集
め
、

国
や
各
組
織
へ
の
的
確
な
要
請
が

で
き
る
機
能
的
な
本
部
の
構
築
。

③
被
災
地
の
首
長
や
職
員
は
現
場
対

応
で
余
裕
が
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
国
や
県
が
被
災
自
治
体
に
職

員
（
リ
エ
ゾ
ン
）
を
速
や
か
に
派
遣

す
る
こ
と
を
徹
底
。現
行
制
度
に

は
「
要
請
」
を
前
提
と
す
る
も
の
が

多
い
中
、「
〇
〇
と
い
う
支
援
制
度

が
あ
る
が
、
あ
な
た
の
自
治
体
に

は
必
要
か
？
」
と
い
う
制
度
面
で

の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
が
必
要
。

④
既
述
の
消
防
職
員
に
よ
る
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
展
張
等
の
支
援
の
よ
う

に
、
各
省
庁
に
お
い
て
、
た
と
え
本

業
で
は
な
く
と
も
、
対
応
可
能
な

事
を
主
体
的
に
幅
広
く
捉
え
る
習

慣
を
培
う
こ
と
。

　

国
民
の
皆
さ
ま
の
命
を
守
る
こ
と

が
政
治
に
課
さ
れ
る
最
大
の
使
命
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
災
害
に
強
い

国
の
構
築
を
目
指
し
、
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。




